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横浜スペイン協会会報
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[bookmark: _Hlk508739929]新年親睦パーティー

[image: ][image: ]　今年も恒例の新年親睦パーティーを2月4日（日）に、横浜の港が一望できる「KKRポートヒル横浜」で行いました。当日は、透き通るような青空と横浜の港が輝く、素晴らしい光景の中で開始されました。来賓としてスペイン大使館よりデ・オリ文化参事官、名古屋スペイン協会から相澤様をお招きし、多くの参加者の中で行われました。パーティーでは、乾杯の発声後は参加者皆さん方の集いとなり、その後キューバのミュージシャン、カブラレスさんによる明るいラテン音楽やスペイン語の先生である栗山由美子さんとのdúoが行われ、和やかな空気が会場を包みました。さらに、今回パーティーの司会をお願いした桜田ゆみさんとパートナーの小野勉さんお二人による大迫力の生の歌声が会場を震わせました。その後、昨年から始めた吹き矢大会は、今回も楽しく賑やかで、ミラクルショットも飛び出す大興奮の中で行われました。最後は、恒例のカブラレスさんの演奏で皆さんでダンスを楽しみました。この親睦会は、日頃スペインの文化に興味を持つ会員の方々やスペイン好きの皆さん方が、直接お会いする出会いの場であると考えています。今後も、大切な交流の場として育てていこうと思います。来年またお会いしましょう。
（武菱　邦夫）　　　　　　　吹き矢大会1・2・3位の皆さん
デ・オリ文化参事官も的を狙って！

協会恒例の「新年親睦パーティー」が、港の見える丘公園で盛大に開催されました。初めての参加でしたが、ギター演奏でラテン音楽などを楽しみながら「食べて、飲んで、歌って、踊って･･･」会員の皆様との交流を深めることができました。スペイン語を肴にいっぱい飲んだのに二日酔いにならなかったのはなぜ･･･？それはね、踊って汗をかき、アルコールを発散させたからよ･･･！
ホロ酔いになったところで、最大のイベントは「吹き矢大会」でした。私は準優勝でおいしいワインをゲットし、的の中心に2本の矢が重なるという優勝者の離れ業も見ることができました。
（岡本明憲）
[image: ][image: ]花柄の和服を可愛いく着こなし『本日司会を仰せつかりました、素敵な老紳士武菱邦夫と美女桜田ゆみです』会場が和やかな雰囲気になり新年親睦パーティースタート。普段はお目にかかれる機会のない来賓　スペイン大使館デ・オリ文化参事官氏ユーモアも入れてのごあいさつ、ありがとうございます。カブラレス氏ギター演奏　MariaCastan solo　桜田ゆみ氏　小野勉氏　
（司会の武菱理事と桜田ゆみさん）　お二人の乾杯等最高!!会場盛り上がり暫しこのしあわせ感に浸りました。お楽しみ吹き矢　残念！1回目で予選落ち　簡単そうで難しいです。１位はカブラレス氏でした。ベイブリッジの見える会場　美味しいお料理・ワイン　愉しい時間でした。この日の為に前々からご準備くださいました方々に心より感謝いたします。（山下幸子）

Maria castaña?　&　Cabrales                                       名古屋スペイン協会から相澤事務局長
[image: ]2月4日の懇親会に参加させていただきました。着物姿の桜田ゆみさんの司会はとてもパワフル。マリアさんの素晴らしい歌声（なんと！栗山先生でした）。さらに桜田さんのご主人のリードで唱和したフニクラは会場がひとつになって盛り上がりました。驚くほどの声量に圧倒されましたがプロのオペラ歌手と聞いて納得がいきました。吹き矢の一回戦ではスペイン大使館のデ・オリ参事官との勝負になりました。日常生活ではありえない様な事です。また、優勝したギタリストのカブラレスさん、2投目が１投目に命中するロビン・フッド状態。これもありえない！多才な方々のお話も楽しく、本当に良い時間を過ごさせていただきました。（胡桃澤みどり）

●対外交流活動
名古屋スペイン協会「日本・スペイン交流懇親会」に参加して
　　　　　　　　　　　　　2017.12.13於名古屋名鉄グランドホテル

[image: ]昨年に続き、名古屋での日本・スペイン交流懇親会に下山会長と出席してきました。在日スペイン大使館よりアルバロ・ガルシア・モレノ領事が招かれるなか、名古屋スペイン協会石黒会長より、スペインと日本との交流について、昨年20年ぶりに再開されたスペインへの直行便の運航等で多くの日本人がスペインを訪れ、2018年さらに増便予定であるとのこと、また名古屋地域へもスペインからの観光客も増加していることで両国の人的交流、文化交流が盛んになることが期待されるとの挨拶で始まりました。下山会長と私も来賓として紹介され、下山会長よりスペインでの桜植樹など当協会の最近の活動についてお話させていただきました。会場ではスペイン料理に興味を持たれる方々やスペイン語を学ぶ学生、スペイン人の方々などとスペインの料理を楽しみながら、名古屋との交流を深めることが出来ました。(武菱邦夫)

「スペイン・日本外交関係樹立150周年記念文化プログラム発表式典」
[bookmark: _Hlk508740068][image: ][image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　2018.01.23  於スペイン大使館
 今年は1868年11月12日にスペイン日本修好通商航海条約が締結されてから、外交関係樹立150周年を迎えました。スペイン・日本に於いて、多くの記念行事が企画されていますが、この度、共通のロゴ・マークとプログラムを発表する式典にお招きに預かりました。中根一幸外務副大臣のご出席の下、ゴンサロ・デ・ベニートスペイン大使により執り行われ、両国の過去150年にわたる政治、経済、文化上の出来事を紹介したビデオの上映、ホセ・アントニオ・デオリ文化科学担当参事官による記念プログラムの詳細説明がありました。22の文化・科学事業を含む計44のスペインのイベントが、この重要な150周年を記念するプログラムとして、日本の14都市で開催され、中でも「プラド美術館-ベラスケスと絵画の栄光」展は最大級のイベントとの事でした。これに関連して当協会主催のスペイン・サロンではタイムリーに3月10日、早稲田大学名誉教授でスペイン美術史に造詣の深い大髙保二郎先生に「“画家たちの画家”ベラスケス静かなる絵画革命」というテーマにて記念講演をして頂き大好評でした。その他にも、とても興味深い記念イベントが多々企画されているので、是非とも積極的に見てまわりたいと思っております。
（下山利明）
ゴンサロ・デ・ベニート大使と石原伸晃議員

市民活動フェア2018に参加して
2018.03.10～11於かながわ県民センター
かながわ県民センターで行われた市民活動フェアに、協会として初参加しました。当フェアは県内で活動するボランティア団体などが展示、フリーマーケット、音楽演奏などで、活動の紹介と交流を図る催しです。今年は21回目で40を超える団体・個人が参加しました。当協会は一階の展示場に、旅の会やスペイン語クラスのパネルとスペイン観光協会からいただいたポスターを掲げたブースを設け、Ｂ級スペイン検定と題したクイズを実施しました。スペインに行ったことがあるない関係なく、いろいろな方に参加していただき、クイズを通じ、スペインの魅力を伝えられたと思います。会場受付お手伝頂いた皆さま、ありがとうございました。（臼井慎一）
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　　　松村さんと神奈川県のキャラクター「わにゃお」
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横浜スペイン協会のブース
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●スペイン語クラス　
～　2018年度前期スペイン語クラスが4月2日から始まりました。
・特別講座「ドン・キホーテ」を学ぶ会　
　昨年10月に開講した特別講座（講師・吉田彩子先生）第1部「ドン・キホーテ」を読むための基礎知識編に続き、当初６回の予定だった第２部は要望により11回に延長し、４月20日より「ドン・キホーテ」を楽しくゆっくり読み解いていくことになりました。（募集は半年ごとに行います。ご興味のある方ご参加下さい。）

・水曜日「ビオレッタクラス」
3月からスペイン文献学がご専門のウエルバ出身Juan Manuel Días Payán 講師に担当が変わりました。

・新聞・雑誌を読む会　特別講座　1月27日に以下の通り特別講座を行いました。
演題：La Celestina, Un“Bestseller ”Del Siglo XV
講師：Victor Calderon de la Barca, 神奈川大学准教授

[image: ]スペイン文学史上三大ヒロインの一人、セレスティーナに関する、現存する最古の写本版は1499年ブルゴスで出版されたもので、初版本はそれ以前にあったと考えられます。作者のフェルナンド・デ・ローハスは、改宗ユダヤ人の四代目でコンベルソだった。当時のヨーロッパ最高学府の一つサラマンカ大学で法学を修め、作者不詳の「カリストとメリベーアの喜劇」第一幕を入手。第2幕から第16幕までを書き足し、第17幕から第21幕までは別人が書いたらしい。登場人物のカリストは貴族の青年で23歳、メリベーアは富裕貴族の令嬢。セレスティーナは70がらみの老婆で娼家を営む。娼婦の斡旋のみならず、魔術を使い人心を操る。セレスティーナの目的は唯一つ、報酬である。カリストとメリベーアは彼女の妖術によって激しい恋に落ちるが、若き二人は結婚を口にせず、ひたすら肉欲に耽る。喜劇的なストーリーで始まる物語は、中盤から一気に悲劇的な様相を呈し、セレスティーナ、カリスト、メリベーア、召使のセンブローニオ、パルメノは次々に殺され又は自害する。小説でありながら戯曲の体裁をとり、喜劇と悲劇が混在するハイブリッド文学である。人間の営為を神に照らして教訓とした中世文学と異なり、人間を真横から見つめ等身大に描いた中世から近代への橋渡し的戯曲である。（会員：山崎宗城)
[image: https://home.ueno.kokosil.net/wp-content/uploads/2018/01/ae29974642e0c2996940077a9504dd63.jpg]
＊プラド美術館展　～　ベラスケスと絵画の栄光　は上野の国立西洋美術館にて2018年2月24日（土）～5月27日（日）開催。
スペインの巨匠ベラスケスの「皇太子バルタサール・カルロス騎馬像」をはじめ、ベラスケスや彼と同時代にヨーロッパで活躍した巨匠達の作品を堪能できます。
●スペイン・サロン
「ベラスケスと絵画の栄光」展　記念講演
『“画家たちの画家”ベラスケス―静かなる絵画革命』～早稲田大学名誉教授　大髙保二郎
2018.03.10　於かながわ県民センター
ベラスケスの成熟
[image: ][image: ]ある日、若きベラスケスの名作「東方三博士の礼拝」に出会いました。厳しい陰影法で描かれた画風は後の宮廷画家時代の技巧熟成を予感させる新鮮さが心に響いた記憶があります。当時、デッサンの基本は光と影を意識することと学んだばかりでした。モノクロ表現にして明暗に注目して見るこの絵画の本質は、同時に晩年の傑作「ラス・メニーナス」をモノクロにするとそこに共通性を見出します。あえて芸術家と職人の価値観に言及するなら、不特定の鑑賞者との共感で画像だけから多様な価値観を生み出せるのが芸術家であり、特定の鑑賞者の期待に沿った価値観を提供できるのが職人と考えます。宮廷画家時代の彼は職人魂で才能を加速し、一方ルーベンスに出会い、忘れていた自由奔放な芸術家魂を呼び戻しイタリア行を決断し新境地も得ました。フェリペ4世は職人の才能を、そしてルーベンスは芸術家の才能を彼のなかに相補的に成熟させたと言えましょう。（相原憲一）

＊次回のスペイン・サロンは　大戸尚美さんの「歴史とロマンを楽しむシェリー講座」です。
　シェリーの試飲をしながらお話を伺います。

　　　　　日時　：　2018年4月21日（土）、13：30～16：00
　　　　　場所　：　技能文化会館　料理実習室
　　　　　　　　　　JR関内駅南口から徒歩5分
　　　　  参加費：　会員3000円、非会員3200円
　　　　　お問合せ：   kfk.2010@clear.ocn.ne.jp　(服部)
                     　norih0703@gmail.com　(平本)

●旅でスペインを識ろう会
[image: ]昨年9月に北スペインで行われた「桜植樹と文化交流の旅」の報告がありました。最初に 下山会長から「AIYES 設立と 桜植樹の経緯」についての簡潔な説明があり、続いて臼井氏から 3日間にわたる公式日程に沿って 懇切な報告をいただきました。初日は前回と同じく 冬の巡礼路近くのプリアランサ。 2日目は、ローマ帝国時代の産業遺産として ユネスコの世界遺産に登録されているラスメドゥラス訪問と植樹の報告で  大変面白く、聴衆の皆さん、興味深々で聴いていらっしゃいました。最終日は、カルセドにて桜植樹、サンティアゴ巡礼ミニ体験、ビジャリブレ•デ•ラ•フリスディクシオンの小学校における文化交流と、盛りだくさんの内容で、ほんとうにお疲れ様でした。そして、数々の行事をコーディネートしてくださった問屋様のご苦労が偲ばれる報告でもありました。最後に 武菱さんから、自分なりのテーマを持って旅する楽しみの勧めといったお話を伺いました。今回の植樹ツァーは、現地集合&現地解散の由、ご参加のみなさまの行動力には脱帽です。もう、自力でスペイン旅行など夢のまた夢になってしまった身としては、こうし[image: ][image: ]た 行動力溢れる皆さまのご活躍を伺えるのは  ほんとうに幸せです。（影山みゆき）

●シネマサロン
「ネルーダ」－　大いなる愛の逃亡者　　[NERUDA]
  2016年　チリ、アルゼンチン、スペイン、etc 監督　Pablo Larrain

[image: 「ネルーダ」の画像検索結果]　1971年詩人としてノーベル文学賞を受賞したチリの国民的英雄パブロ・ネルーダ。共産主義者にして詩人、外交官、国会議員、そして芸術・女性・酒を愛し、貧しい人々に寄り添う博愛主義者。しかしその思想のために右派政権から弾圧され、左派政権からは重用されたネルーダは、その逃亡生活のなかでもたくさんの詩を書き続けた。この映画は1948年の一年間の彼の逃亡生活を追っている。右派ビデラ政権から差し向けられた若い刑事が彼を追う。ネルーダはアルゼンチン貴族出身の画家の妻に助けられ、酒場の女たちに匿われ、主義を同じくする者たちや市井の人々に守られた。彼を追い回していた刑事は最後にはアンデス山中でマプチェ族によって殺された。その亡骸を葬った後、ネルーダはパリへ脱出。そこでは待っていた友人のピカソと女たちに歓迎され、盛大な酒盛りが始まる。チリ各地の美しい自然（特に明るい海岸の町やアンデス南部の雪の原生林がすばらしい）の中を逃げ回る（山中は馬で）ネルーダはそれを楽しんでいるよう。刑事は彼の詩に惹かれながら、政府の命令には従わなければならなかった。詩の朗読をあちこちに配し、ネルーダのそっくりさん俳優（？）が味わい深く演じている。（松本益代）

≪新連載≫　今号から新しく連載が始まります。寄稿してくださるのは、当協会で昨年10月から特別講座《「ドン・キホーテ」を読むための基礎知識》の講師をしていただいています吉田彩子
（よしだ・さいこ）先生です。吉田先生は清泉女子大学名誉教授で、専門はスペイン文学です。
著書にルイス・デ・ゴンゴラの「孤独」－翻訳・評釈―（筑摩書房）他があります。
黄金世紀文学から現代文学まで、面白い作品をご紹介くださいます。本当に楽しみです。

●スペイン文学余話（1）
「ビードロ学士のワインリスト」　　　

　セルバンテス『模範小説集』（1613年）に収められた短篇「ビードロ学士」には、興味深いイタリア・ワインのリストが登場する。大学で学問を究めようとしていた主人公の青年は、軍人の貴族に誘われ非正規な身分で軍隊とともに海路イタリアに向う。過酷な航海のあと上陸したジェノヴァの宿でワインが大盤振る舞いされる場面で、「トレビアーノの口当たりの良さ、価値のあるモンテフィアスコーネ、濃厚なアスペリーノ［中略］シンコ・ビニャスの偉大さ、甘くまろやかなグアルナッチャ姫、素朴な味わいのチェントーラ」と六種の名酒が列挙されるのだが、このリストにはいくつかの問題がある。まず産地と品種が混交している。トレビアーノ、アスペリーノ、グアルナッチャは品種で、モンテフィアスコーネ、シンコ・ビニャス、チェントーラは産地と思われるが、「シンコ・ビニャス（五つのぶどう園）」とスペイン語で記された場所はどこにあるのだろうか。リグリア海沿岸にチンクエ・テッレ（五つの土地）と呼ばれる地域があり、潮風のなかで実るぶどうから作るワインはペトラルカやボッカチオの作品でも讃えられている。ヴェネチアの医師アンドレア・バッキが著わした『ワインの性質について』（1595年）というラテン語の書物には、セルバンテスのものとよく似たリストがあり、チンクエ・テッレの名前もみえる。チンクエ・テッレを固有名詞と知らずにスペイン語に翻訳してしまったのだろうか。もうひとつの問題はアスペリーノの評価である。この品種のワインは軽いはずなのに「濃厚な」とあるのはなぜなのか。「ビードロ学士」の初版には「MINERCA」という意味不明の単語があり、これは「力強さFUERZA」の誤植とされ、現在のテキストもそのように修正されている。「力強さ」あるいは「濃厚な（味わい）」となるのだが、バッキの書では「無力INERCIA」となっている。「アスペリーノのワインは力がないので、胃に負担を与えない」とあり、これなら矛盾は解消する。ワインリストのネタ本ともいえる先行文献の発見は、テキストの修正に役立つと同時にセルバンテスのブッキッシュな側面を再認識させる。
（吉田彩子）

●会員の活動報告
＊サルスエラ「La Veradura de la Paloma」（パロマの前夜祭）
　　　　　　　　　　　2018年1月18日於MUSICASA（ムジカーザ）
[image: cid:7450CDFD-BC0D-40E8-9955-3DDC393E68C5]日本スペイン外交150周年およびサルスエラ誕生350年を記念して「パロマの前夜祭」が公演されました。サルスエラとはスペインの伝統舞台芸術で歌と芝居と踊り、そして笑いで繰り広げられるものです。当日の公演は、当協会会員の桜田ゆみさんが主宰の「日本サルスエラ協会」により演じられました。演題の「パロマの前夜祭」はサルスエラの中でも最高傑作と評されています。桜田さんはこの公演にあたり脚本作成から、演出、日本語歌詞や歌唱指導まで八面六臂の活躍をなさいました。出演者は皆プロの音楽家ばかりで、そんな中に素人の私ども（当協会理事の武菱邦夫さんと私の2名）が参加。当初はどうなることやらと不安でしたが、桜田さんの熱のこもった指導を頂き、更には出演者の皆さんの温かいお心遣いを頂き何とか役を果たすことができました。目の当たりにしたプロの方たちの実力と舞台を作り上げてゆく迫力に圧倒されたことは言うまでもありません。（福長昭代）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊ハイキング　　～2018年のサンティアゴ巡礼（冬の道）へ向けて
[image: ]当協会のさくら植樹プロジェクト委員である問屋氏が、本年も４月から６月にかけてグラナダを出発してモサラベの道、銀の道、冬の道（Camino de Invierno)　経由でサンティアゴに至る1200kmのサンティアゴ巡礼を企画しています。問屋氏からお声かけがあり、私を含めて会員有志が、モリナセカから冬の道を経由して最終目的地のサンティアゴ・デ・コンポステーラに至る260kmの巡礼路を地元の人たちと交流をしながら歩くという巡礼に参加致します。同行する高松名誉領事館、NPO遍路ともてなしのネットワーク、福岡名誉領事館の3グループに協賛して2ヶ所に、さくらの記念植樹をします。約2週間、毎日20㎞は歩くので、毎週、日曜にハイキングのトレーニングが開催されています。私は先日、沼津アルプスハイキングに参加して来ました。標高400メートル以下とは言え、ロープ伝いの急勾配が続く中、約6時間,10㎞のハードなトレーニングになりました。最後のトレーニングとして、3月末には、箱根越え、湯本から三島までの9時間のハイキングに挑戦。今から、5月末の巡礼が楽しみです。（下山利明）

沼津アルプスからの駿河湾

≪会員の活動予定紹介≫　～横浜スペイン協会が後援しています

日本スペイン外交150周年　～ギターとピアノによるかけ橋～　クエンカ兄弟リサイタル
共演：高木洋子
日時：2018年6月30日（土）
開演：14：00　開場13：30
主催：プリマベーラ
共催：横浜市磯子区民文化センター　杉田劇場
入場料：（全席指定）4000円（1ドリンク付き）
　　　　   スマイルクラブ3300円　枚数限定：学生券2000円（就学児～高校生）
お問合せ：プリマベーラ　050-3051-4645　primaverajapan@aol.com

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA のライセンスを許諾されています

[image: https://previews.123rf.com/images/argus456/argus4561605/argus456160515103/56704497-spanish-flag-combined-with-japan-flag-Stock-Photo.jpg]この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY のライセンスを許諾されています




＊横浜スペイン協会のホームページ　会員専用ページのご案内

[image: ][image: ]パスワード
ダブルクリック

4月1日より、ホームページにて会員専用ページを設定しました。
各種イベントの写真、記事等を会員限定で閲覧できます。
【閲覧方法】
　１．ホームページカバーページの左下「会員専用ページ」をダブルクリック
　２. パスワードをインプット

※年会費をお支払い頂いた方のみに毎年更新される最新パスワードをお知らせ致します。
（尚、パスワードは毎年4月1日に変更）




＊＊＊＊＊　　協会からのお知らせ　　＊＊＊＊

1  2018年度定時総会のご案内
日時：2018年5月12日（土）PM14：30～15：30（終了予定）
会場：万国橋会議センター（中区海岸通4－23、みなとみらい線「馬車道」駅6番出口から徒歩4分 JR・市営地下鉄「関内」駅から徒歩10分）
同封葉書にて出欠のご返信をお願いします。また、総会終了後会員間の交流も兼ね簡単な茶話会設けますので、お気軽にお出かけください。

②　年会費お振込みのお願い
　　年会費未納の方は、お振込みのほどよろしくお願いします。
　　     　　【振込先】　　みずほ銀行　鶴見支店（店番号362）　
普通預金　　口座番号　2518340　
　　　　　     　　　　　　口座名義　　横浜スペイン協会


＊＊＊＊＊＊＊　　新会員紹介　　＊＊＊＊＊＊＊

平田　弘子　（Hiroko　Hirata）　横浜市神奈川区在住　2018年1月入会
　こちらのスペイン語クラスに通い始めて10年以上たちます。微力ながら協会のお役に立てれば…と今年から入会することにしました。よろしくお願いします。
園部　成政　（Shigemasa Sonobe）　　横浜市青葉区在住　2018年1月入会
　「現役時代に中南米出張等において短期間勉強したスペイン語の再学習の為」に入会されました。
増井　博明　（Hiroaki Masui）　横浜市神奈川区在住　2018年3月入会
　私は中南米、アフリカを中心に森林保護や植林など地球温暖化防止、地域住民の生活向上等を目的に働いてきました。中南米には長く滞在していたのでスペイン語はほとんど不自由しませんが、海外の仕事を引退してからは日々衰えていく外国語にもったいなさを覚えて、少しブラッシュアップしたいと思っていました。たまたま貴協会がみつかり、中級クラスに入れてもらいました。クラスの皆さま温かく迎えて下さり、私もすっかり古顔のような気分で授業を受けています。よろしくお願いします。
熊谷　忍　（Shinobu Kumagai）   横浜市港南区在住　2018年3月入会
　スペインは現役時代に仕事（Bilbao）で何度も行き来する内にその良さに魅かれるようになりました。昨年横浜スペイン協会の存在を知り会報や活動記録等を見て何となく親しみを感じたのが入会の動機です。スペインの歴史も文化もそして覚え切れなかった西語にも興味があるので、入会を契機にイベント等を通じていろんな情報や知識が得られれば良いかなぁーと思います。
[bookmark: _GoBack]

＜＜賛助会員各社の会員サービス内容＞＞
◆会員証の提示で、下記賛助会員企業より表記のサービスが受けられます。
	賛　助　会　員
	住　　所
	☎番号
	会員サービス

	カサ・デ・フジモリ関内本店　                    
	横浜市中区相生町1-25
	045-662-9474
	サングリア１杯無料

	Bar　Español　　　　　　   　            
	横浜市中区相生町2-43-2
	045-651-1074
	サングリア１杯無料

	スペインバル　ボデガ・デ・サリア
	東京都港区台場2-2-1　ｻﾞ･ﾀﾜｰｽﾞ･ﾀﾞｲﾊﾞアネックスホール1F
	03-5531-2151
	生ビール一杯無料　



≪編集後記≫　当協会のシンボルであるCerezoのシーズン真っただ中です。私の子供時代、東京では入学式が桜のシーズンでした。ここ数年は卒業式に桜、が普通でしょうか？満開の桜はスタートを祝うのにピッタリですけど、はらはらと散る感じは卒業式のイメージだし…。どちらにしても、出会いと別れのシーズンにお似合いの花なんですね。（A.S）

編集長　/下山綾子　　　　編集委員　/ 臼井慎一　古賀恵子　下山利明　武菱邦夫　服部君江　福長昭代　
次回の原稿締切は
6月10日(日)です


＊投稿寄稿宛先　　　  E-mail　:　info@yokohama-spain.jp
横浜スペイン協会   ホームページ： http://www.yokohama-spain.jp/
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前期講座開始日：2018年4月2日（月）

1)

・最初に見学を希望される方は、3教室、3回まで無料で見学ができます。

  空席のある場合は会員優先で随時入会可。　入会金不要。

・受講料：　各教室　\1,500/ 回　半期分前納（前期15回、後期18回）。

　事務費2,000円（各期ごと）　横浜スペイン協会員は無料。

   新聞雑誌をスペイン語で読むクラスは毎月新たな資料が必要なため受講料が異なります。2-1)参照

　　　　　　　・入門、初級クラスは日本人講師の指導でしっかり基礎を学び、中級以上は本場スペイン人講師が指導します。

　「初めてのスペイン語クラス」が2017年１０月からスタートしました。スペイン語を初めてみたい方、是非見学にお越しください。

・特別講座は清泉女子大名誉教授の吉田彩子先生による「ドン・キホーテ」を読むクラスです。（日本語を中心とした講座です。）

　第I部は2017年10月から「ドン・キホーテ」を読むための基礎知識として歴史的背景や作者セルバンテスについて講座が行われました。

　第Ⅱ部は2018年4月から「ドン・キホーテ」を楽しく読み解くとのテーマで　原文を読み翻訳や解説を交えながら進めて行きます。

　ご興味のある方はお問い合わせください。

・「新聞・雑誌をスペイン語で読むクラス」では　6月23日（土）に特別講義を行います。

　「スペインの古代遺跡について（仮題）　　Begoña Gonzálz Afuela 神奈川大学講師によるスペイン語 の講義

　担当講師が適宜和訳してくれますので　ご興味のある方はどなたでも参加できます。

・夏季には恒例となりました夏期スペイン語文化講座を開催いたします。今年も様々なテーマの講座を企画しています。

  参加はどなたでもご自由にできます。　　　（詳細は後日、HPに掲載いたします。）

・お問い合わせ、お申し込み先：　

aiyes.supeingo.kurasu@gmail.com



創立28周年を迎えた横浜スペイン協会が運営する歴史のあるスペイン語教室です。

当協会のスペイン語教室はスペイン語の習得だけでなくスペインの文化にも幅広い知識や

理解を深めることを目指しています。

受講申し込み、受講費ほかおしらせ

2018年度前期スペイン語教室


image15.emf
２－１）横浜海岸通り教室

クラス名（レベル）講義内容

（上級）

授業日第4土曜日10:15～1１:45

　　講師栗山由美子先生

教科書

講座内容

　

記事の内容を理解するには上級程度の語学知識が必要です。

受講料　\2,000/回(テキスト代その他を含む)

（討論は日本語で行われます。）

新聞、雑誌

を読むクラス

横浜海岸通教室

教室の所在地：神奈川県横浜市中区海岸通り1-1

波止場会館（横浜市港湾労働会館）

TEL: 045-201-3842

スペインの新聞･”El País"の記事を使用。

スペインとラテンアメリカ情勢を中心にしてスペインから見た世界の情勢を勉強します。


image16.emf
２－２）　横浜駅西口教室

横浜西口教室

教室の所在地：神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町　2-24-2

　　　　　　　　　かながわ県民サポートセンター　TEL ０４５－３１１－１１２１


image17.emf
2017年度10月からスタートした特別講座です。

授業日毎月第３金曜日　13:00〜14:40

講師吉田彩子先生

講義内容「ドン・キホーテ」を楽しく読み解くとのテーマで　原文を読み翻訳や解説を交えながら

進めて行きます。

受講料会員：7.500円、非会員8,500円　(5回分） 

「特別講座」


image18.emf
講座内容

1　　　　　「アサレア」

（初めてのスペイン語）２０１７年度後期からスタートした楽しく参加できるクラスです。

授業日第１.2.３水曜日　10:30〜12:00

講師栗山由美子先生

教科書「パティオ・エスパニオール」

講座内容スペイン語の基礎を少しずつ着実に、をモットーに学習を進めます。

暫くスペイン語を離れていた方も安心して勉強できます。

受講料¥1.500/回

２「セレソ」

(入門）

授業日

講師山田るり子先生

教科書            「サヨナラ、棒読みスペイン語」講師編集の「サヨナラ、棒読みスペイン語」、「ESPIGUITA]

講座内容現在時制を主とした実践的な会話中心の授業と、これまで勉強した

文法をおさらいしながら、合わせてスペイン文化などを学びます。

受講料　￥1,500/回

３

（初級）

授業日第1･2･3月曜日　13:00～14:30

講師山田るり子先生

教科書            「サヨナラ、棒読みスペイン語」「Entre Amigos 2」　　　　　　

講座内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講料　￥1,500/回

４（初級）

授業日第1･2･3月曜日　10:30～12:00

講師山田るり子先生

教科書１.講師作成のオリジナルテキスト

２.短編小説　Lola Lagoシリーズ「Por amor al arte」

講座内容

接続法の学習をオリジナルテキストで学習します。

また短編小説の読解を通じて単語力・表現力をつけていきます。

これらを交互に進めていきます。

受講料　￥1,500/回

５（中級）

授業日第1･2･3月曜日　13:00～14:30

講師ビクトル先生（Prof.Victor Pérez バルセロ―ナ出身）

教科書第１週、２週は「Español en marcha3」最終章１２unidadから。内容は接続法。

第３週は芥川龍之介の「鼻」のスペイン語版。今、物語の半分位を読んでます。

講座内容　テキストは１時間半で２ページジ弱しか進みません。

今のテキストが終了するのは６月か７月になるでしょう。

授業はスペイン語で行われます。

受講料　￥1,500/回

６(中級)

授業日第1・2・3水曜日　13:00～14:30

講師フランシスコ先生(Prof. Francisco J. Garzón Bravo グラナダ出身)

教科書　　　　「Ele Actual B1」、物語読本（タイトル未定）

講座内容

第1,2水曜　「Ele Actual」(B1)練習問題のプリント

第３水曜日：近況をスペイン語で発表した後、スペイン語の物語を読みます。

授業はスペイン語で行われます。

受講料　￥1,500/回　

７(中･上級)

授業日第1･2･3水曜日10：30～12：00

講師フアンマ先生（Prof.Juan Manuel Días Payán ウエルバ出身）

教科書「El mundo en español B」　HABLA CON ENE社

講座内容現在のスペイン及び中南米について学びます。会話中心の授業を展開しながら、

芸術・文学・歴史・社会・伝統・習慣などを幅広く学びます。

授業はスペイン語で行われます。

受講料　￥1,500/回

８(中･上級)

授業日第1･2･3水曜日　10：30～12：00

講師フランシスコ先生(Prof. Francisco J. Garzón Bravo グラナダ出身)

講座内容　　　　第　1週第１水曜日　Los Girasoles Ciegos（スペイン内戦の話）の映画鑑賞と台本講読。

第２・第３水曜日は「Los Perros y los Cucillos」を講読します。

授業はスペイン語で行われます。

受講料　￥1,500/回

ます。テキスト「Entre Amigos２」を使い接続法の文法を学習します。

第1,2,3木曜日　10:15～11:45

「クラベル」

「ハスミン」

毎週、シンプルな作文でアウトプット練習と文法の復習をしスペイン語会話に繋げて行き

「カメリア」

｢ビオレタ｣

「ヒラソル」

基本的なスペイン語の文法を一通り終了しもう一段階上のスペイン語を目指スクラスです。

     　 クラス名　　　（レベル）

「アマポーラ」
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